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摘要 

本論文では、高村光太郎の詩と彫刻と書の作品中において、老荘思想からどのような影響を受

けていたかを実際の彼の作品を挙げながら検証する。まず彼の幼少期である明治時代の教育に

ついて述べ、欧米留学経験による客観的視点の構築、彼の詩の中の老荘思想、そして、彼の彫

刻と書の中の老荘思想について述べる。 

Abstract 

I verify what kind of influence underwent from the Philosophy of Lao-Chung in Takamura Kotaro's poetry 

and whole work of sculpture and Calligraphy by this paper while mentioning his actual work. Education in 

the Meiji Period which is his childhood first is described, and building of the objective angle by the 

European and American studying abroad experience, the Philosophy of Lao-Chung in his poetry and the 

Philosophy of Lao- Chung in his sculpture and Calligraphy are described. 

 

はじめに 

 高村光太郎は、明治から大正、昭

和にかけて活躍した彫刻家であり、

詩人としても日本文学史に残る詩

作品を数多く残している。また書道

家としても著名であり、詩の内容に

伴う書作品として晩年独自の書体

を以て数多くの書を揮毫している。

本論文は、その書の内容の中に老荘

思想がどのような影響を及ぼして

いるのかを検証する。またその書体

からみえてくる老荘思想の世界観
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をどのように視覚化しているのか

を論ずる。 

１、明治期の学制と高村光

太郎初期の書 

 先ず始めに、高村光太郎の生きた

時代、どのような教育がなされてい

たのかを検証する。これにより当時

の教育、とりわけ彼がどのような教

育環境であったのかが、後の文学的

展開に大きく影響するからである。 

 明治維新後の教育における当時
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の日本新政府は、江戸時代より継続

してきた寺小屋や漢学塾（注 1）を

改め、小学校を設立した。明治元年

8 月、京都においては率先して小学

校が創設され、翌年 12 月までに 64

校の小学校が開校した。（注 2） さ

らに明治 3年には中学校も開設され、

一年次に書経・公法・明律などを、

二年次には左伝・聯法史略などを、

3 年次には論語・地球説略などを学

ばせた。（注 3） 更に明治 5 年の

「學制」によりはじめて全国画一の

中等教育制度が設けられた。（注 4） 

その教科内容は、国語、数学、習字

（諸読・作文）、図画、外国語、地学、

史学、幾何、窮理学、化学、生理学、

政体大意となり、江戸時代で採用さ

れていた儒教を中心とした漢学の

科目がなくなっている。 特に外国

語は英語、フランス語、ドイツ語を

教授されており、明治政府がヨーロ

ッパ列国に目を向けていたとが分

かる。しかしながら、明治 10 年に

東京開成学校と東京医学校が合併

し設立された東京大学の予科の試

験科目として、和漢学、英語、算術

が課せれれていることから、漢学は

学んでいる。入学後は英語、数学、

地理学、史学、物理学、化学、生理

学、植物学、動物学、図学、和漢学

の科目が課せられている。 

 明治 17 年の「中学校通則」では、

当時急激に西洋文物の輸入による国

民が西洋熱に浮かされ、よもすれば

国粋を破壊する傾向を有していたた

め、「忠孝彜倫」を重視し和漢学が見

直された。（注 5） 東京大学予備学

校の教科の中にも和漢分を重視する

傾向が見受けれれる。（注 6） この

ような時代背景の中、高村光太郎は

明治 16 年に生まれた。彼が対象とな

る明治19年公布された小学校令の尋

常小学校の学科には修身・読書・作

文・習字・算術・体操、土地の状況に

より図画・唱歌・裁縫（女児）の一科

もしくは数科を加え、高等小学校に

おいては、修身・読書・作文・習字・

算術・地理・歴史・理科・図画・唱歌・

体操を学習している。（注 7） ここ

で学習した習字は、彼の書の基本と

なっていることは言うまでもない。 

明治20年には日本在来の思想に関係

する神・儒・佛三道の哲理を講授し、

併せて西洋哲学を兼修するする哲学

館（現私立東洋大学）が創設された。

西洋化が進む中、当時から儒教を筆

頭とする中国思想の学術研究も重要

視されていた。（注 8） 

 このように、明治期に入り西洋の

科学思想を受け入れながらも、江戸

時代から継承されてきた中国哲学の

教育や研究は継続されていた。特に、

儒教に代表される『四書』（『大学』・

『中庸』・『論語』・『孟子』）や老荘思

想に代表される『老子』・『荘子』など

は、日本人にとって大変馴染み深い。

当然高村光太郎もこのような中国哲

学を学び、「書」を通してその造形と

意味の繋がりを独自の感性で吸収し

て い た と 考 え ら れ る 。
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図１  特集 高村光太郎『墨 8号』 p.30 

 

 

２、高村光太郎の欧米留学経験

の影響と客観的視点 

 高村光太郎は、父・高村光雲の期待

に応えることなく家業は継がず、自

由な創作と詩や論評、翻訳などの文

学方面に力を注いだ。1906 年 2 月か

ら 1909 年 6月までの 3年 4か月間の

アメリカ、イギリス、フランスへの留

学経験により、欧米の合理的な考え

方を知り、芸術の本質の追求への道

を選択したからである。その欧米へ

の留学経験から、思想的なことにお

いても西洋的な視点に影響されてい

る。これは以下の『父との関係』の内

容で理解できる。 

 アメリカで私の得たものは、結局

日本的倫理観の開放といふことであ

つたらう。祖父と父と母とに囲まれ

た旧江戸的倫理の延長の空気の中で

育つた私は、アメリカで毎日人間行

動の基本的相違に驚かされた。あの

つつましい謙遜の徳とか、金銭に対

する潔癖感とかいふものがまるで問

題にならないほど無視されてゐる若

若しい人間の気概にまづ気づいた。

（注 9） 

 この欧米留学経験は、後の彼の生

き方に大きな影響を与えた。それは

欧米の先進的な芸術世界を知った帰

国後、父親である当時の権威・高村光

雲に代表される日本芸術界の旧制度

に対する反発と、新しい真の芸術表

現を追求したいという強い意志に対

する周囲との考えの差異によるジレ

ンマと苦悩になっていく。そして彫

刻制作と実生活との理想と現実は、

更に彼を文学の世界への新たな無限

の可能性へと誘う。 

 帰国後 5年経った 1914 年、31 歳の

時に出版した『道程』の中にフランス

のルーブル美術館に所蔵されている

「モナ・リザ」を題材とした「失はれ

たるモナ・リザ」が載っている。やは

り欧米留学中に見聞した歴史や文芸

作品、美術作品を題材にしたものが

見受けられる。しかしこれは「モナ・

リザ」本来の持つ意味とは異なる日

本人としての高村光太郎の客観的視

点で表現されている。「根付の国」に

みられるような否定的な日本観もま

た、欧米留学経験ならではの彼独自

の客観視といえよう。このように欧

米留学の経験による物事を客観視す

る態度が備わった一例として、筆者

先の論文『高村光太郎の書とその造
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形表現』の中でも指摘している「書の

意味は書の邪魔になるのであって、

意味を解さない外国人の方に分があ

ることになる。（高村光太郎 『書の

深淵』 昭和 28 年）」を挙げ、 

 

「彫刻」から文学的要素を排除する

ことで、純粋な彫刻的造形美を創り

出すことと、「書」から意味的要素

を排除することで、純粋な書的造形

美を創り出すこととの類似性であ

る。（注 10） 

 

とする論理が生まれる。高村光太郎

の欧米留学経験の影響と彼の作品を

客観視する態度は、 

その後の彫刻と書の造形的純粋性の

確立へと構築されていく。 

 

３、高村光太郎の詩の中の老荘

思想 

 高村光太郎は俳句や短歌、論評や

翻訳、書簡及び日記等の膨大な執筆

を残している。特に詩は近代日本を

代表する詩人としての知名度は高い。

彼の詩は非凡なる知識と人生経験、

そして独自の感性によってその時代

を映し出している。欧米留学による

西洋哲学の知識も伴い、これまでの

日本人にはない広い視野と洞察力で

詩を創作している。このような詩の

中に中国思想、とりわけ老荘思想を

扱った詩作品が数篇確認できる。 

 昭和 12 年（1937 年）作で、河出書

房「現代詩集」で発表された「猛獣篇」

（注 11）の中に「老耼、道を行く」

という詩がある。老子の「道徳經」を

モチーフに詩っている。 

 

象のように耳の大きい老先生は 水

牛の上にまるくうづくまり 時の歩

みよりもひそかに 

太虚の深さよりも物しづかに 晴れ

渡つた秋の日ざしにとつぷり埋れて  

どこまでもつづく陜の道を西へ行く 

（中略）  

其の無に当つて器の用有るを悟る者

が 満天下に充溢する叡智の世は来

ないか  

為して争はぬ事の出来る世は来ない

か ああそれは遠い未来の文化の世

だらう （以下省略） 

 

 まさに老子五千文字の「道徳經」を

扱った、高村光太郎の生き方を象徴

する和光同塵を老子の姿や動向をイ

メージしてつくられた詩である。晩

年、老体にもかかわらず戦後たった

ひとりで七年にも及ぶ岩手県花巻市

の山奥での隠遁生活を実践した、高

村光太郎の生き様を予見したともい

える詩である。具体的には「無用の用」

を用い、老荘思想の基本的概念のひ

とつを取りあげ、彼自身の思考的ス

タンスを明確にしている。 

 更に興味深いことに、昭和 14 年

（1939 年）に発表された「北溟の魚」
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は当時の時代を反映している。『荘子』

の逍遥遊の冒頭に記されている「北

溟有魚 其名為鯤 …」をベースに

している。 

 

 北溟の大魚鯤は今化して北海のボ

オトとなる。 ひどく小さくなつた

のもだが  圖南の志はかはらない。

（中略）  機雷原の間を巧みに泳

ぎ、  息を殺して目ざす獲物にぐ

つと近寄り  一發必中の魚雷を放

つ。 （中略）  鯤が化して鵬とな

り  羊角して九萬里を上り雲氣を

絶し、  そもそも何が故に南溟へ

徙つたか。  水中のボオト何が故

に南を圖るか。  何が故と問ふ事

をやめよ。  こは人間の知るとこ

ろではない。  答の奥に又答えの

ある  現實無限のすさまじい物理

作用だ。（注 12） 

 

 これは明らかに太平洋戦争が間近

に迫った大日本帝国海軍潜水艦の事

を詠っている。『荘子』の逍遥遊の現

実離れした壮大な世界観を、今や敵

艦を沈めんとする潜水艦の威力に例

え、南進する旧日本海軍を鼓舞する

詩である。詩中の「何が故と問ふ事を

やめよ。こは人間の知るところでは

ない。」というくだりは、南進する旧

日本海軍を盲目に支持する姿勢を表

している。敗戦後、高村光太郎が戦争

に対する自責の念を持っていたとい

うことは、この詩からもうかがえる。

当時の世相としては仕方がない状況

であったのであろう。 

４、高村光太郎の書の中の老荘

思想 

 終戦後、高村光太郎は岩手県花巻

市の山奥において独居自炊の生活を

したが、その 7 年の間に数百点にも

およぶ書作品を残したといわれてい

る。本来は彫刻家としての造形活動

を望んでいたであろうが、彫刻を制

作する設備の無い山奥の小さな山小

屋では到底不可能である。また年齢

も 62 歳から 68 歳という高齢期であ

り、病にも悩まされ、体力的な問題も

あった。そこで、その彫刻造形を書造

形に転化したのである。鑿や彫刻刀

を毛筆に変え、粘土や木という彫刻

素材を紙上の墨字に変えたのである。

湧き出てくる創造美を、自らが表現

したい造形美を追求するために。彼

にとって詩という精神を、書という

肉体で表現したのである。  



Journal of East Asian Identities 

- 76 - 

 

 

 図２      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



高村光太郎の詩と彫刻と書の中の老荘思想 

- 77 - 

 

 図２は、昭和 24 年 66 歳時の作品

で、「とびたつときわがてをかきてゆ

きし蝉の はねのちからのわすれな

くに」という書である。（注 13） 承

知のとおり、蝉は 7 年間もの間地中

で成長し、羽化してわずか一週間で

死んでゆくという命の儚さを象徴し

ている。しかしその一週間を精一杯

大きく鳴き、蝉として自らの生命力

の高さをアピールし交尾をして死ん

でゆく。その蝉を手にとり、その飛び

立つ時の羽の力強さを感じつつ、 

生きる強さと儚さを表した詩である。

高村光太郎にとって蝉との関係性は

比較的高く、以前蝉の木彫（図４）も

制作しており、命について象徴的に

扱われている。この頃の木彫作品は、

父・光雲の写実とは異なり、写実的で

ありながらも鑿跡を効果的に残し、

薄く彩色する手法で制作されており、

高村光太郎独自の作品といえる。 

 

 

図４ 蝉（大正 13 年）『高村光太郎 造形』p.82
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 『荘子』の逍遥遊の中にも小なるも

のの象徴として、蝉が登場する。 

 

   蜩与鷽鳩笑之曰、我決起而飛槍

楡枋、時則不至而控於地而已矣。奚以

之九万里而南為。 

 

セミやコバトは、鵬を笑う。「ニレ

やマユミの梢にとびつくのさえ大

変なこと。とびつけずに、地面に

たたきつけられることだってある。

南へ九万里も飛ぼうとする奴の気

が知れない」（注 15）  

 

という飛距離の関係を自らの尺度で

しか物事を見られないが、決して優劣

があるわけでもなく、それもまた道理

であるということを説いている。その

置かれた状況でそれぞれ見解が異な

るのである。高村光太郎は当時この詩

の中に、66 年間の己の人生とこの一瞬

で羽ばたく命僅かな蝉の羽の力強さ

とを対比し、この一瞬の出来事を永遠

に忘れないようにすることが生きる

価値を高めるのだ、ということを感じ

たに違いない。 

 図３は、昭和25年 67歳時の作品で、

「山にゆきて何をしてくる山にゆき

て みしみしあるき水のんでくる」と

いう書である。（注 14） 高村光太郎

にとって山とは生きていく上で恵み

をもたらす作為の無い自然そのもの

であり、老荘思想における「無為自然」

に当てはまる。その山に行き、みしみ

しと音を立てながら歩き、生命維持に

とってとても大切な水を飲むという、

作為の無い行動を詠んでいる。『老子』

第八章に「上善若水、水善利萬物而不

爭。…」という水の状態を善しとし、

人の行動や態度に当てはめると良し

する内容がある。ここで高村光太郎は、

「無為自然」の山に入り、生命維持に

必要な水を求める行動を挙げながら、

生きとし生ける全ての命に必要とさ

れる「水」の存在を強調している。 

 いずれの書の書体も、文字そのもの

を心と体、そしてその時感じ得た心境

や情景を白く細長い紙面に表してい

る。文字そのものを心情に合わせて単

純化または造形化している。そこには

自然に囲まれた山中に包まれた「無為

自然」の世界が表現されている。晩年

の高村光太郎の書の視覚的要素には、

老荘思想の「無為自然」の世界観が表

れている。 

 

5．結論 

高村光太郎の生き様を俯瞰してみ

ると、老荘思想の影響が見て取れる。

素直に父の家業を継げばおそらく仕

事にも生活にも困らなかったであろ

う。東京美術学校の教授職に就くこと

も難しくはなかったであろう。しかし

彼が学んできた知識や見聞をもとに、

彼自身が自然の本能を目覚めさせ、彼

自身の生きかたを水のような自然体

に変えていったのである。自らの彫刻

から文学的要素を排除し彫刻の純粋

性を高めるという考え方や、日常の何

気ない事からその本質を詩で謳いあ

げたり、更には日本の軍国主義への傾
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倒し流された後、敗戦後岩手県の山中

で隠遁生活を送ったのも彼にとって

の自然な生き方であった。彼の生き様

は正に「無為自然」である。 

再び図３の「山にゆきて何をしてく

る山にゆきて みしみしあるき水の

んでくる」の中の「上善若水」につい

て言及するが、果たして彼自身が日本

の彫刻界、文学界、また包括的な芸術

界や社会にとって「水」のように必要

とされる存在であったのか？という

自問自答のような心境であったに違

いない。ヨーロッパ留学後、必死にな

って彫刻界や文学界へ新たな価値観

を提示し続けたが、あまり受け入れて

もらえず、更にこれまでの彫刻作品や

キャリアと価値観を全てを失った東

京大空襲と終戦後の隠遁生活。その

1946 年 64 歳のころ、「物そのものの美

に執着する無機の世界観の形成」（注

16）があったのも「無為自然」的な考

え方からきている。 

晩年の山小屋生活において、唯一の

彫刻が図４の「野兎の首」であり、囲

炉裏の中から出てきた焼成不完全な

土の塊であった。後にブロンズにして

いるが、原形は崩壊したそうである。

それはまるで地面の中から生まれ出

てきた兎の頭部であり、全く人為的な

作為のない石の塊のようである。この

彫刻は正に「無為自然」の彫刻といえ

よう。 

最後に、高村光太郎は自然の美につ

いてこのような詩を書いている。 

 

自然にとっては 穢ないものなん

かない。必要なものはみな美しい。 

必要でないものは邪魔なものだ。と

ころが 邪魔なものが自然にはない。 

自然にとっては 必要でないもの

がない。 みな必要だ。 

みな必要だからみな美しい 森羅

萬象ことごとく美しい。 

「美と真実の生活」より 

この詩には、自然万物に対する美の

認識を通して、「無為自然」の神髄たる

「永久不滅」を表現している。 

高村光太郎の詩と彫刻と書、特に晩

年の作品においては、「老荘思想」を取

り入れ、実践していることがよく分か

る。
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図 5 野兎の首『書とその造形』（『墨 52 号』）p.12 

 

注釈 

1) 寺小屋は僧侶から、男子は習字を

主とし、読書、作文、算術、修身等

教授され、女子は裁縫、生花、茶の

湯を教えた。漢学塾とは儒家の私

塾である。『學制五十年史』p.15  

2) 同上 p.14 

3) 同上 p.17 

4) 同上 p.49 

5) 同上 p.104 

6)  同上 p.107 

7)   同上 p.142 

8)   同上 p.187 

9)  『高村光太郎 日本詩人全集９』

p.254 

10)  上原一明 『高村光太郎の書とそ

の造形表現』 p.4 

11)  白凰社 「高村光太郎詩集」年

表参考。1938 年の『中央公論』におい
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て句読点は無い。 

12)  『高村光太郎全集 第二巻』 

p.272 

13) 特集 高村光太郎（『墨 8 号』）

p.17 

14)  特集 高村光太郎（『墨 8号』）

p.17 

15)  『荘子』中国の思想⑫ p.29 

16) 『墨 52 号』北川太一 高村光太郎年譜

〈書の歩みから〉p.76 
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